
北魏末の北辺社会と六鎮の乱

楊鈞墓誌と韓買墓誌

東京大学　 佐　川　英　治

は じ め に

北朝 から隋唐への歴史展開を考えるとき、北魏 を崩壊 に導き、関隴集団 といわれる人々

の活躍 に道を開いた六鎮の乱 は重要である。 このことは関隴集 団の名付 け親で もある陳寅

恪が注意 していたことであったが1、この事件の歴史的な意義 を最初に正面か ら論 じたのは、

谷川道雄 「北魏末の内乱 と城 民」である2。この中で谷川氏は六鎮の乱 の反乱の主体 を 「城

民」=兵 士 と規定 した。 しか し、その後、直江直子 の北朝後期為政者 の出自に関す る議論

を受け3、「武川鎮軍閥の形成」では反乱の指導者を豪族 と位 置づ け、豪族が郷民を指導 して

起 こした反乱 と捉 え直 した4。直江氏は再度 「北魏の鎮人」において も、鎮民は必ず しも城

民ではな く、郷里社会で生業 を営む豪族 であったことを確認 している5。これ に対 して川本

芳昭は、 「郷里」 といって もそれは史料 を残 した漢人の見方であって、実際 に反乱集団を結

びつけていたのは部族的紐 帯ではなかったかとす る疑問を提起 している6。一方、唐長孺 の

「試論魏末北鎮鎮民暴動的性質」は、豪族的な鎮民 と兵士である城 民を区別 しなが ら、反

乱の主体 は城民であ り、鎮民 はむ しろこれ を鎮圧す る側に立った として、反乱 の主要な原

因は鎮民の地位低下ではな く、鎮民 と城民の間の階級対立 にあるとした7。これ に対 して朱

大渭 「代北豪強酋帥崛起述論」 は、六鎮の乱のみを対象 に論 じたものではないが、北魏末

の混乱期 における北辺 出身の豪族や酋長の活躍 を論 じた8。近年、薛海波 「北魏末年鎮民暴

動新探」 は、反乱の主体を匈 奴や高車 の酋長 とし、反乱の原因は軍鎮の官員 となった豪強

1万繩 楠整理 『陳寅恪魏晋南北朝史講演録』第十七篇 「六鎮問題」
、昭明出版社、1999年 、

301-326頁 。
2谷 川道雄 「北魏末の内乱 と城民」『増補　隋 唐帝国形成史論』

、筑摩書房、1998年 。 もと

は1958年 に 『史林』41巻5号 に掲載。
3直 江直子 「北朝後期政権為政者 グループの出身について」『名古屋大学東洋史研究報告』5

、
1978年 。
4谷 川道雄 「武川鎮軍閥の形成」『増補　隋 唐帝国形成史論』

、筑摩書房、1998年 。 もとは
1982年 に 『名古屋大学東洋史報告』8号 に掲載。

5直 江直子 「北魏 の鎮人」『史学雑誌』92-2
、1983年

6川 本芳昭 「部族解散の理解 をめ ぐって」『魏晋南北朝時代の民族問題』
、汲古書院、1998

年、173-178頁 。

7唐 長孺 「試論魏末北鎮鎮民暴動的性質」『山居存稿』中華書局
、1989年 。 もとは黄恵賢と

の共著で 『歴史研究』1964年 第1期 に掲載。

8朱 大渭 「代北豪強酋帥崛起 述論」同著 『六朝史論』 中華書局
、1998年 。 もとは1989年

に 『文史』第31輯 に掲載。
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酋帥とそ うなれ なかった一般の酋長層 との内部矛盾 にある としている9。総 じて、 この反乱

が民族問題 と深 く関わってい るとい う視点は深 ま りつつあるが、依然 として反乱が何 らか

の格差 に対する不満 に発 した とす る見方 は変わっていない。

この反乱が北魏全域に広がった ことを考えるとき、その背景 に広汎な被支配層の不満 が

あった とみるのは当然であ り、その性格は分析 しなくてはな らない。 しか し、そ うした不

満が必ず しも北魏 に対す る反乱 とい うかたちに結実す るか といえば、そ うとはいえないの

であって、よ り身近な鎮将 に対す る反抗や鎮か らの逃亡 とい うかたちになって現れた とし

てもおか しくはない(実 際 に 『魏書』の中にそのような記述はある)。 それにゆえに、この

反乱が明確な北魏 国家 に対す る反乱 となった理由を追及 しよ うとすれば10、なぜ破落干抜陵

なる人物が523年 頃、六鎮の とくにその西部地域で蜂起 したのか とい う問題 を当時の北魏

の北辺社会の地域性や特殊性 において より具体的に考えてみる必要がある。ただし、それ

を知るための破落干抜陵に関す る史料は、残念なが ら 『魏 書』に散見 され る寥 々たる記述

だけであって全 く乏 しい。 しか し、幸いに近年の墓誌 の発 見や資料の公刊 によって、六鎮

の乱の初期に最大の攻防戦の場 となった懐朔鎮で破落干抜 陵側 の包囲軍 と戦 って亡 くなっ

た鎮将の楊鈞 と鎮人 の韓買の墓誌が世 に現れた。本報告ではこの二つの墓誌 を手がか りに

この問題を考えてみたい。

一　 北魏建義元年(528)楊鈞 墓誌11

来歴不明。本世紀初頭 に陜西省華陰県 より出土。呉綱主編 『全唐文補遺 ・千唐誌齋新蔵

専輯』(三 秦出版社、2006年)、 陳輝 ・薛海洋編 『北魏楊鈞 墓誌』(河 南美術出版社、2008

年)、 堀井裕之 「「北魏 ・楊鈞 墓誌 」の訳注 と考察」(『駿台史学』第144号 、2012年3月)、

胡海帆 ・湯燕編 『北京大学図書館蔵金石拓本菁 華1996-2012』 北京大学出版社、2012年12

月)。

○史料1　 楊鈞墓誌(抄 録)

除使持節 ・都督恒州柔玄懐荒御夷三鎮二道諸軍事 ・安北將軍 ・恒州刺史。此寔舊都、

枌楡之本。侈同耿亳、富過苑許。地接戎場、人雜夷夏、鳴鏑或聞、胡茄時動。鳥徙風行、

昔號難制。公道之以禮、齊之以威。士有百金、職能三捷。是使莞蒲之盗、解犢捐牛、藜

莠之民、獻馬奉秬。復以本號除廷尉卿。取訟連官、受裁方國、寰土用靖、肺石以虚。會

茹茹内亂、唐黎播越、綏來觀釁 、事委深算。遂除散騎常侍 ・假鎭北將軍 ・撫軍將軍・都

督懐朔沃野武川三鎭諸軍事 ・懐朔鎭大都督。尋授七兵尚書、仍本將軍 ・北道大行臺。公

任總文武、職兼内外、將昇太階、剋隆鴻範。而運屬横流、覆舟反嘘噬、鎭堅構逆、遂見攻

圖。公親當矢石、嬰城固守。犬羊浸盛、虎豹尚遙、在危在節、處嶮彌厲。以正光五年八

9薛 海波 「北魏 末年鎮民暴動新探― 以六鎮豪強酋帥為 中心― 」『文史哲』2011年2期 。
10下 記の 〔史料5〕(C)の 「中国を軽 んず」 とい う態度に明瞭に示 される。
11梶 山智史編『北朝隋 代墓誌所在総合 目録』(明治大学東アジア石刻文物研究所 ・汲古書院、

2013年5月)、NO.447。
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月廿九日、遘疾薨 於鎭所。 天子振悼、群僚悲慟。男建義元年歳次戊申九月乙卯朔卅 日

甲申、將歸葬於華山之下。

○史料2　 『魏書』巻58楊 播伝附鈞伝

播族弟鈞。祖暉、庫部給事、稍遷洛州刺史。卒、贈弘農公、諡曰簡。父恩、河間太

守。鈞 頗有幹用、自廷尉正為長水校尉 ・中壘將軍 ・洛陽令。出除中山太守、入為司徒

左長史。 又除徐州 ・東荊州刺史、還為廷尉卿。拜恒州刺史、轉懷朔鎮將。所居以強濟

稱。後為撫軍將軍・七兵尚書 ・北道行臺。卒、贈使持節 ・散騎常侍 ・車騎大將軍 ・左光

祿大夫 ・華州刺史。

○史料3　 『周書』巻22楊 寛伝

父鈞 、博學彊識、舉秀才、拜大理平、轉廷尉正。累遷、歴洛陽令 ・左中郎將 ・華州

大中正 ・河南尹 ・廷尉卿 ・安北將軍 ・七兵尚書 ・北道大行臺 ・恒州刺史 ・懷朔鎮將、卒

越鎮。贈侍中 ・司空公、追封臨貞縣伯、諡曰恭。(中 略)属鈞 出鎮 疸州、請從展効、乃

改授將軍 ・高闕戌主。 時茹茹既亂、其主阿那珍來奔、魏帝遣使納之、詔鈞率兵衛送。

寛亦從行、以功拜行臺郎中。時北邊賊攻圍鎮城、鈎 民等推寛守禦。尋而城陷、寛

乃北走茹茹。後討鎮賊、破之、寛始得還朝。

正光元年(520)正 月、柔然 の内紛 によって国を追われ た阿那珍 が洛陽にいた ると、朝廷

は恒州刺史楊鈞 を懐朔鎮将に任 じて阿那珍 を国に送 り返 した 〔史料1〕 〔史料3〕。 尚書左

丞の張普恵 はわ ざわざ北魏の国力 を費や して柔然の復活 を助 けることにな ると反対す るが、

朝廷 は従わなかった12。正光 四年(523)四 月頃18、沃野鎮人破落干抜陵が反乱をお こす。

懐朔鎮は破落干抜陵の将衛可孤に一年以上囲まれ たが援軍は来なかった。楊鈞 は賀抜勝 を

朝廷か ら鎮遠將軍 ・仮征北将軍 ・都督北征諸軍事 に任 じられた臨淮 王彧 のもとに派遣 して

危機 を告 げさせ る14。賀抜勝は決死の少年十余騎で もって夜 に囲みを破 って雲 中の臨淮 王彧

のもとへいき、援軍の約束を得て帰 る。楊鈞 はまた賀抜勝を武川鎮 に派遣す るが、武川鎮

は陥落 した。楊鈞 が正光五年(524)八 月二十九 日に亡 くなったのちも 〔史料1〕 、懐朔鎮

城民は楊鈞 の子 の楊寛 を推戴 して抵抗 を続 けたが、孝昌元年(525)三 月に破落干抜陵の別

帥王の也不盧 らの攻撃によってついに懐朔鎮 は陥落 し15、楊 寛は柔然に逃 げる 〔史料3〕 。

12『 魏書』巻78張 普恵伝。
13『 資治通鑑』巻149梁 紀5に 、「考異曰 、魏帝紀 「正光五年破落拔 陵反、詔臨淮 王彧討

之、五月、彧敗、削官。」按令狐德フン周書賀抜勝傳 「衛可孤圍懷 朔經 年、勝乃告急於彧 。」

然則拔 陵反當在四年。」 とある。
14『 周書』巻14賀 抜勝伝。
15『 魏書』巻9粛 宗紀。なお、標点本 は 「王也不盧」を人名 と読むが、『魏書』巻82常 景

伝 には 「洛周遣其都督王曹総真 ・馬叱斤等率衆薊 南、以掠人穀、乃遇連雨、賊衆疲勞 。」 と

あ り、『資治通鑑』巻151梁 紀7の 同条の胡三省注に 「時杜洛周 ・葛榮等作亂 、其軍中將領

無不加以王爵、曹総 真以都督加 王號、故 日都督王。」 とあることか らすれ ば、ここは別帥王

の也不盧 と読 み、また 『周書』巻15干 謹伝 に 「西部鐵勒酋長也 列河」 とあるのを 『北史』

本伝 、『通典』巻156兵9は ともに 「也」 とす ることか らすれば、 「也」は 「也」 の訛 とみ

なすべきであろ う。
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二　 北斉天保七年(556)韓 買墓誌16〔写真1〕

2003年 晋中市楡次で 出土。原石 は晋 中市楡次区文物管理所で所蔵。太原市三晋文化研究

会編 『晋陽古刻選』編輯委員会 『晋陽古刻選 ・北朝墓誌』(山西 出版 ・山西人民出版社、2008

年1月)。 劉沢民主編 『三晋石刻大全 ・晋中市楡次区巻』(山西 出版伝媒集団 ・三晋出版社、

2012年12月)に 「北斉□ 買墓誌銘」 として収録。

○史料4　 韓買墓誌(全 文)

□諱買、字買奴、遼東徒何人也。昔招搖降神、序星辰、而作帝、龍魚叶祉、播

清明、以御天、道溢含文、事光甄耀。聖烈不窮、胎厥孫子、承家命氏、雄據遼碣

、擇木來遊、遂居朔野、世緒彌昌、嘉聲日競。祖冠軍將軍懐朔鎮將、有徳

有業、被於物談。父車騎大將軍儀同三司朔州史君、立功立事、績書王府。

公感雷電之精、受山陵之氣、天表魁傑、骨相英奇、孝友聞於邦國、任恤著

於郷部、器度弘遠、不拘近細。早結蕪庭之志、幼懐康俗之心。加以雅好詩

書、尤重干戚、深圖峻概、卓矣難窺。出身殿中將軍 ・員外司馬督、尋転軍主。

干時、皇猷外闢、國歩内康、置戌交河之南、列候天山之北。而□夷猾夏、密

邇亭障、來若驚禽、去同激天。秋風暁渡、已見胡塵之逼、漢月夜圓、便聞鳴

鏑之響。公炎勇紛紜、威動關塞、追亡逐北、靜漠空山。以功加寧遠將軍 ・羽

林監。正光之末、數屬 屯否、餓隸黥徒、蝟起梟磔、役散驪 山之下、盗聚緑林

之中、雑種 酋渠、遠近相扇 、懐朔一鎮 、濁在重 囲。劉琿處并 、 匹此非急、 馬敦

居□、方茲尚緩。王師赴援、失律相尋、物晴崩駭、人懐去就。公心俟本朝、確

乎不拔、誠通皎 日、氣厲嚴霜。道窮力竭、將餌虎口、壯節雄心、恥見降沒、□

夭年催、奄隨化往。以魏孝昌元年三月七日卒於朔州、時年卅五。間巷罷

歌、軍府行哭、朝廷哀傷、追加榮命。乃贈使持節燕恒肆三州諸軍事 ・恒州

刺史 ・太尉公。惟公材力絶人、忠勇貫世、軍謨將略、非亡韓白之流、拔剣據

鞍、豈直關張之敵。懸鼓鐘於匈鬲、納山藪於心衿、軽生重義、遺財好士、空

負匡時之用、未展濟世之功。而地接窮桑、邑連負夏、積善既徴、高門且験。

是生三虎、剋誕八龍、英傑出於良弓、將相光於堂構、金張掩其貂珥、袁楊

愧其公輔。有子如此、何恨幽泉。越以天保七年八月十八 日、遷葬於晉陽

東北七十里、看山之南。式雕方石、圖美泉門、乃作銘曰。

修々巨海、奕々高山。氣流精躍、鍾美英賢。公侯継軌、世祿相傳。派流不已、

自東徂西。惟公挺生、是稱世徳。秉文資武、博見多識。言成世師、行為士則。

望雲驤首、憑風矯翼。世途有剥 、關河板蕩。忠勇奮發、釋位同奬。朝野斯頼、

邦國終仰。功業未申、但年忽往。哀結冕旒、禮追文物。方即夜臺。壟霧蒼芒、

松風蕭瑟。一沈蒿裏、三千見日。

16『 北 朝隋 代墓誌 所 在総 合 目録 』、No .760。
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本墓誌 の姓氏は不明であるが、『晋陽古刻選』 は 「韓買、字買奴、遼東徒何人、北斉安徳

郡王韓軌之父」 とす る。山西省文物局のHPに は全国重点文物保護単位である楡次 区什貼

村西北の什貼墓群 を紹介 して、 「地表には六基の封土が現存 してお り、当地の人 は“王墓”

と呼んでいる。墓葬 は黄土高原 の丘陵上に散在 してお り、面積 は約8万 平方米である。史

料 の記載 によれば、古墓中の一つは北斉 中書令韓軌 の墓 である。 これ らの六基 の封土墓 と

す でに調査 され た別 の一基 の無封 土墓 はみな韓軌 の家族墓葬 とみなせ る。墓葬 はみな天

井 ・過洞 ・斜坡 の墓道 かな る土洞墓である」17とある。韓軌 は 『北斉 書』巻15及 び 『北史』

巻58に 「太安狄 那人」 とあ り、懐朔鎮の出身者 であるが、父の名 は記 していない。本墓誌

は この墓群の中か ら出土 した ものと思われ るが、この墓群 を韓氏の もの とし、韓買を韓軌

の父 と断定 した根拠 は不明である。 ただ し、徒何は三国魏 か ら昌黎郡に属 し、昌黎 の韓氏

には 『魏書』巻42韓 秀(昌 黎人)や 『魏書』巻60の 韓麒麟(昌 黎棘城人)が い る。また

同 じく 『晋陽古刻選』収録 の墓誌 に、出土地は異なるものの、山西省晋 中市祁県白圭村出

土の韓裔 墓誌があ り、唱 黎賓屠人」 としている。その父の韓賢については 『北斉書』巻19

及び 『北史』巻53に 「廣寧石門人」とある。広寧郡は北魏末に朔州の桑乾郡を改めて広寧

郡 とし、井州の界内に僑置 した郡であ り、石門はその領県である18。羅新 「北斉韓長鸞 之家

世」 は、朔州 はもともと懐朔鎮 に置 かれ 、その郡県 は井州 の界内に僑置 されたことか ら、

韓賢は懐朔鎮出身者であるとす る19。また同 じく 『晋陽古刻選』に昌黎郡龍城県の人 なる韓

祖念墓誌があるが、 これ も六鎮出身の人である可能性 が高い。他に遼東 の人で懐朔鎮に移

った人には可朱渾元 もいる20。恐 らく後燕滅亡時に多 くの遼東遼西地域の人が六鎮に移 され

たであろ う。従 って断定す る根拠はない ものの、遼東徒何 を本貫 とし、代々懐朔鎮 に暮 ら

したこの墓誌の主が韓氏である可能性は考 えられる。本報告ではひ とまず 『晋陽古刻選』

の断定 には何 らかの根拠があるもの とみな し、韓買の墓誌 としてお く。

韓 買は殿 中将軍 ・員外 司馬督 に起家 し、ついで懐朔鎮の軍主に転 じた。その後、墓誌に

は柔然 と戦った様子がみえる。 となれ ば、この時、楊鈞 の部 下であった可能性 が高い。 こ

の功績 によって寧遠将軍 ・羽林監 を加 えられた。 しか し、正光末 に起 こった六鎮の乱 によ

り懐朔鎮は包 囲され、韓買は孝昌元年(525)三 月七 日に朔州で亡 くなる。 この場合の朔州

とは懐朔鎮のことであ り、 これが懐朔鎮陥落 の 日で あろ う。楊鈞 が亡 くなって約半年後の

ことである。

三　破落干抜陵の蜂起

17http://www .sxcr,gov.cn/index.php?m=content&c=index&a=show&catid=53&id=175
「現存地面六座封土堆、当地人俗称“ 王墓”。墓葬散布在黄土高原的□□ 之上、面積約8万

平方米。据史料記載、古墓 中其一為北斉 中書令韓軌之墓。該六座封土墓和巳探明的別1座

無封土墓、同為韓軌家族墓葬。墓葬均為帯天井 ・過洞 ・斜坡 墓道的土洞墓。」
18施 和金 『北斉地理志』中華書局、2008年6月 。
19羅 新 「北斉韓長鸞 之家世」『北京大学学報(哲 社版)2006年 第1期

、2006年 。羅氏は韓

喬墓誌の 「賓屠」 は 「賓徒」の誤 りとする。従 うべきであろ う。
20『 北斉書』巻27に 「可朱渾元

、字道元。 自云遼東人、世為渠帥、魏時擁衆内附、曾祖護

野肱終於懷 朔鎮將、遂家焉。」 とある。『北史』巻53も ほぼ同 じ。
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○史料5　 『北史』巻16太 武五王伝

及沃野鎮人破六韓拔 陵反叛、臨淮王彧討之失利、詔深為北道大都督、受尚書令李崇

節度。時東道都督崔暹敗於白道、深等諸軍退還朔州。深上書曰

(A)邊豎 構逆、以成紛梗、其所由來、非一朝也。昔皇始以移防為重、盛簡親賢、擁麾

作鎮、配以高門子弟、以死防遏。不但不廢仕宦、至乃偏得復除、當時人物、忻慕為之。

及太和在歴、僕射李沖當官任事、涼州土人、悉免厮役、豐沛舊 門、仍防邊戌。自非得罪

當世、莫肯與之為伍。征鎮驅使為虞候 ・白直、一生推遷、不過軍主。然其往世房分、留

居京者、得上品通官、在鎮者、便為清途所隔。或投彼有北、以御魑魅、多復逃胡郷。乃

峻邊兵之格、鎮人浮遊在外、皆聽流兵捉之。於是少年不得從師、長者不得遊宦。獨為匪

人、言者流涕。(B)自 定鼎伊洛、邊任益輕、唯底滯凡才、出為鎮將。韓相模習、專事

聚斂。或有諸方姦吏、犯罪配邊、為之指蹤、過弄官府、政以賄立、莫能自改。或言姦吏

為此、無不切齒増怒。(C)及 阿那珍背恩、縦掠竊奔、命師追之、十五萬衆度沙漠、不

日而還。邊人見此援師、便自意輕中國。尚書令臣崇時即申聞、求改鎮為州、將允其願、

抑亦先覺、朝廷未許。(D)而 高闕 戌主、率下失和、拔 陵殺之為逆命、攻城掠地、所見

必誅。王師屡北、賊黨 日盛。此段之舉、指望銷平。其崔暹隻輪不反、臣崇與臣、逡巡復

路。今者相與、還次雲中。馬首是瞻、未便西邁。將士之情、莫不解體,今 日所慮、非止

西北、將恐諸鎮尋亦如此。天下之事何易可量。

時不納其策。東西部勅勒之叛、朝議更思深言、遣兼黄門侍郎□道元為大使、欲復鎮

為州、以順人望。會六鎮盡叛、不得施行。:深後上言 「今六鎮倶叛、二部高車亦同惡黨、

以疲兵討之、必不制敵。請簡選兵、或留守恒州要處、更為後圖。」

○史料6　 永安三年(530)元彧 墓誌21

自正光之末、艱虞再起、戌卒跋扈 、揺蕩疆塞。

○史料7　 太昌元年(532)元顥 墓誌22

歳在執徐、楡關大擾、王師毎喪、□狗横行。仍以徒役苦虐吏之浸、流戌積懐歸之思、

縁逖万里、影響群飛。

〔史料5〕 は六鎮の乱の背景 を分析 した同時代史料 として大変有名 な史料である。従っ

て最 も信頼 に足 る史料ではあるが、同時にそれはあ くまで朝廷の側か らみた分析であって、

必ず しも事件 の真相 を明 らかにした もの とはいえない。 ここで広陽王淵 は六鎮の乱 の原因

を分析 して、四つの原因を挙げてい る。(A)洛 陽遷都以後 の六鎮 の地位 の低下 とそれに伴

う鎮民の地位低下、(B)鎮 将の人選 の軽視 と凡庸な鎮将の収奪に苦 しむ鎮民の怒 り、(C)柔 然

の阿那珍 に対す る追討 の失敗 とそれによって生 じた辺民の中国に対す る軽視乃至は軽蔑の

感情、(D)高闕 戌主による戌兵の侮辱、である。 この うち、反乱 の直接の引き金 として挙げ

てい るのは(D)で ある。 この ことに関 しては、確 かに元彧 墓誌及び元顥 墓誌 も戌卒の反乱 と

21『 北朝 階代 墓誌所 在総 合 目録 』、NO.483。
22『 北朝 階代墓 誌所 在総 合 目録 』、No.503。
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していて見方が一致 してい る 〔史料6〕 〔史料7〕 。 しか し、韓買墓誌 をみる と事情はもっ

と複雑 である。「正光之末、數屬 屯否、餓隸黥 徒、蝟起梟磔 、役散驪 山之下、盗聚緑林之中、

雑種酋渠、遠近相扇 、懐朔一鎮、獨 在重 囲」 とあ り、戌卒の逃 亡だ けでなく、雑種 の酋渠

が参加することによって広 が りを得えた ことがわかる 〔史料4〕 。元淵 の上表 にも 「今六鎮

倶叛 、二部高車亦 同惡黨 」 とあり、兵士 の反乱 は間もな く高車 の民族反乱に広がったこと

がわかる 〔史料5〕 。『魏書』巻9粛 宗紀正光五年(524)夏 四月条に、 「夏 四月、高平酋長

胡宝反、 自稱高平王、攻鎮以應拔 陵」 とあるこ ともその例証 となる。

○史料8　 『北斉書』巻27破 六韓常伝

破六韓常、字保年、附化人、匈奴單 干之裔也。右谷蠡王潘六奚沒於魏、其子孫以潘

六奚為氏、後人訛誤、以為破六韓。世領部落、其父孔雀、世襲酋長。孔雀少饒勇。時宗

人拔陵為亂、以孔雀為大都督 ・司徒 ・平南王。

○史料9　 『周書』巻15干 謹伝

謹兼解諸國語、乃單騎入賊、示以恩信。於是西部鐵勒酋長也列河等、領三萬餘戸並

款附、相率南遷。廣陽王欲與謹至折敷嶺迎接之。謹曰 「破六汗拔陵兵衆不少、聞也列河

等歸附、必來要撃。彼若先據險 要、則難與爭鋒。今以也列河等餌之、當競來抄掠、然後

設伏以待、必指掌破之。」廣陽然其計。拔陵果來要撃、破也列河於嶺上、部衆皆沒。謹

伏兵發、賊遂大敗、悉收得也列河之衆。魏帝嘉之、除積射將軍。

○史料10　 『北斉書』巻1斛 律金伝

斛律金、字阿六敦、朔州勅勒部人也。高祖倍侯利、以壯勇有名塞表、道武時率戸内

附、賜爵孟都公。祖幡地斤、殿中尚書。父大那珍、光祿大夫 ・第一領民酋長。天平中、

金貴、贈司空公。金性敦直、善騎射、行兵用匈奴法、望塵識馬歩多少、嗅地知軍度遠近。

初為軍主、與懷朔鎮將楊鈞送茹茹主阿那珍還北。王珍見金射獵、深歎其工 後珍入寇高

陸、金拒撃破之。正光末、破六韓拔陵構逆、金擁衆屬焉、陵假金王號。

○史料11　 『周書』巻14賀 抜勝伝

賀抜勝字破胡、神武尖山人也。其先與魏氏同出陰山。有如回者、魏初為大莫弗。祖

爾頭、驍勇絶倫、以良家子鎮武川、因家焉。獻文時、茄茄數為寇、北邊患之。爾頭將遊

騎深入覘候、前後以八十數、悉知虜之倚伏。後雖有寇至、不能為害。以功賜爵龍城侯。

父度拔、性果毅、為武川軍主。

実際の ところ、最初 に立 ち上がった破 落干抜陵も一介 の戌卒ではない。破落干抜陵は酋

長一族の出身であ り 〔史料8〕 、抜陵の下には西部鉄勒酋長也列河 らが参加 していた 〔史料

9〕。反乱の側 に立った斛律 金や鎮将の側 に立った賀抜勝は、いずれ もこのような酋長層の

出身であって ともに軍主の地位 についていた 〔史料10〕 〔史料11〕 。 これ らのことかす

れ ば、抜陵もまた軍主 クラスであった可能性 が高い。広陽王淵 が 「一生推遷、不過軍主」

とい うように、軍主の地位 は極 めて低い 〔史料5〕 。 しか し、通常の郡県 とは違 って民政組

織をもたない六鎮社会 における軍主の地位 は、必ず しも郡県社会 と同 じとはい えない。『魏

書』巻41源 賀伝附懐伝 に引 く源懐 の上表に、 「景明以來、北蕃連年災旱、高原陸野、不任
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營殖、唯有水 田、少可災 畝。然主將参僚、專擅腴 美、瘠 土荒疇 給百姓、因此困弊、 日月滋

甚。諸鎮水 田、請依地令分給細民、先貧後富、若分付不平、令一人怨訟者、鎮將已下連署

之官、各奪一時之祿 、 四人 已上奪祿 一周」 とあるのは、本来 なら郡県の官僚が担 うべき役

割を鎮将以下の軍官が担 っていた ことを示す。そのなかで軍主は在地社会を代表す る存在

であった。 このよ うな軍主 を担 う酋長層が蜂起 した結果 、六鎮が次々 と陥落 していったの

は、六鎮社会において酋長層が果 たす役割がいかに大きかったかを示す。

しか し、六鎮が次々 と陥落す るなかで、ひ とり援軍 を待ちながら、一年半以上の長 きに

わたって籠城 を続 けたのが懐朔鎮であった。 このことは懐朔鎮が六鎮の中で も特殊 な性格

をもっていたこ とを示す。 以下、六鎮 における懐朔鎮 の位置 について述べ る。楊鈞 墓誌に

「都督懐朔沃野武川三鎭諸軍事 ・懐朔鎭大都督」 とある 〔史料1〕 。懐朔鎮は六鎮 中の西方

三鎮を統括す る都督府 が置かれていた鎮であった 〔表3〕 。六鎮 の乱の起点 となった高闕戌

もこの懐朔鎮の都督区に含 まれたことは疑いない。 とい うの も、『周書』楊寛伝 に「屬鈞 出

鎮恒州、請從展効、乃改授將軍 ・高闕 戌主」 とあ り、楊鈞 が恒州刺史 となった とき、その

子 の楊寛は高闕 戌主 となっている 〔史料3〕 。そ して楊鈞 が懐朔大都督であった ときに六鎮

の乱は勃発 してい る。その間に楊鈞 は一旦廷尉卿 となって中央 に戻っているか ら、六鎮の

乱勃発時の高闕 戌主は楊寛ではなかったであろ うが、『魏書』楊鈞伝 に 「拜恒州刺史、轉懷

朔鎮將。所居以強濟稱 」 とあることか らすれば、楊鈞 は恒州刺史、懐朔鎮将 の時代 に北辺

社会に対 して強い指導力 を発揮 したようである 〔史料2〕23。 六鎮 の乱が起 こった とき、六

鎮の西部 地域を統括 していた鎮将 は、実は元淵の言 うよ うな凡庸 な人物ではなくて、却 っ

て有能で野心的な楊鈞 であった ことに注意する必要がある。

そもそ も鎮将 に漢人 が就 くこ とは稀であ り 〔表2〕 、 しかも 〔史料1〕 に 「會茹茹内亂 、

唐黎播越 、綏來觀釁 、事委深算 」 とあるごとく、楊鈞 の懐朔鎮将就任は来降 して きた柔然

の阿那珍 を処遇す るとい う特殊な任務を帯びていた。 さらに、 〔史料5〕 の(C)に あるご

とく、この処遇 をめ ぐる失敗 は、辺民に 「輕 中國」の感情 を懐かせ るこ とにな り、六鎮の

乱 を導 く原 因の一つ となった。 こ うしてみ ると、北魏末 の六鎮の乱は、む しろこの楊鈞 の

懐朔鎮将就任 と深い因縁 をもっていたのである。

四　六鎮の変容と懐朔鎮

○史料12　 『魏書』巻4上 世祖紀上神片二年(429)条

冬十月、振旅凱旋干京師、告於宗廟。列置新民於漠南、東至濡源、西曁五原 ・陰山、

寛三千里。詔司徒平陽王長孫翰 ・尚書令劉潔 ・左僕射安原 ・侍中古弼鎮撫之。

○史料13　 『魏書』巻103高 車伝

後世祖征蠕蠕、破之而還、至漠南、聞高車東部在巳尼陂、人畜甚衆、去官軍千餘里、

將遣左僕射安原等討之。司徒長孫翰 ・尚書令劉潔等諫、世祖不聽、乃遣原等井發新附高

23『 北斉書』巻25張 亮伝に 「亮性質直、勤力強濟、深為高祖 ・世宗所信、委以腹 心之任。」

とあり、『隋書』巻43楊 処綱伝に 「處綱雖 無才藝 、而性質直、在官強濟 、亦為當時所稱 。」

とあることか らすれば、 「強済」 とは行政手腕 を発揮す ることである。
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車合萬騎、至干巳尼陂、高車諸部望軍而降者數十萬落、獲馬牛羊亦百餘萬、皆徒置漠

千里之地。乗高車、逐水草、畜牧蕃息、數年之後、漸知粒食、歳致獻貢、由是國家馬及

牛羊遂至干賤、氈皮委積。高宗時、五部高車合聚祭天、衆至數萬。大會、走馬殺牲、遊

遶歌吟忻忻、其俗稱 自前世以來無盛於此。會車駕臨幸、莫不折悦。後高祖召高車之衆隨

車駕南討、高車不願南行、遂推哀総樹者為主、相率北叛、遊賤金陵、都督宇文福追討、

大敗而還。又詔平北將軍 ・江陽王繼為都督討之、繼先遣人慰勞樹者。樹者入蠕蠕、尋悔、

相率而降。

○史料14　 『魏書』巻44孟 威伝

時四鎮高車叛投蠕蠕、高祖詔威曉喩禍福、追還逃散、分配為民。

○史料15　 『魏書』巻16江 陽王継伝

高車酋帥樹者擁部民反叛、詔繼都督北討諸軍事。自懷朔巳東悉禀繼節度。(中 略)

太師高陽王雍 ・太傅清河王懌 ・太保廣平王懷及門下人座、奏追論繼太和中慰喩高車、安

輯四鎮之勳、増邑一千五百戸。

ここでそ もそ も六鎮 は何 か振 り返 ってお こ う。六鎮の始ま りは、太武帝が柔然に壊滅的

な打撃 を与 えた後、 巳尼陂(バ イカル湖)周 辺にいた東部高車の民 を漠南に列置 し、これ

を 「鎮撫」 したことにある 〔史料12〕 。 北魏 は毎年柔然が攻 めてくる秋 から冬の時期 にか

けて平城か ら莫大な兵力 を送 り高車 の民 を庇護するかわ りに、彼 らか ら牛馬 の貢納 を受け

て共存共 栄の関係 を構築 した24。 〔史料12〕 によれば、は じめ高車 を鎮撫 させたのは長孫

翰 ・劉潔 ・安原 ・古弼の四人であ り、また 〔史料14〕 に 「四鎮高車」とあ り、〔史料15〕

に 「慰喩高車、安輯四鎮之勳 」 とあることか らすれば、いわゆる六鎮の中で もこの時特に

高車 を鎮撫す るた めに置かれたのは四鎮 であった と考え られ る。 また 〔史料15〕 か らそ

の四鎮 とは懐 朔鎮以東の四鎮であ り、すなわち懐朔、武川、撫冥、柔玄、懐荒、禦夷諸鎮

中の四鎮 であったこ とがわかる。 よって、その四鎮 とはいずれ も懐柔の意味が込 められた

懐朔、撫冥、柔玄、懐荒の四鎮 であった可能性が高い25。す なわち、本来の懐朔鎮の 目的は、

他 の鎮 と並んで高車 を始め とす る北方遊牧民族 を鎮撫 して漠南に定着 させ ることにあった。

○史料16　 『魏書』巻9粛 宗紀正光五年(524)八 月詔

諸州鎮城人、本充牙爪、服勤征旅、契闊行間、備嘗勞劇。逮顯祖獻文皇帝、自北被

南、淮海思乂、便差割強族、分衛方鎮。高祖孝文皇帝、遠遵盤庚、將遷嵩洛、規遇北疆、

蕩關南境、選良家酋腑、増戌朔垂、戎桿所寄、實惟斯等。

○史料17　 『魏書』巻41源 賀伝附懐伝

懐旋至恒代、案視諸鎮左右要害之地、可以築城置戌之處。皆量其高下、掃其厚薄、

及儲糧積仗之宜、犬牙相救之勢 、凡表五十人條。表曰「蠕蠕不覇、自古而爾。遊魂鳥集、

水草為家、中國患者、皆斯類耳。歴代驅逐、莫之能制。雖北拓楡中、遠臨瀚海、而智臣

24拙 稿 「北魏六鎮史の研究」(科研 報告書 『大青山一帯の北魏城址 の研 究』
、2013年6月)。

25武 川鎮は道武帝の時代からあ り
、沃野鎮 と禦夷鎮が六鎮の列 に加わったのは洛陽遷都以

後である。六鎮の設置についての詳 しい経緯 は、「北魏六鎮史の研究」 を参照 されたい。
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勇將、力算倶竭、胡人頗遁、中國以疲。干時賢哲、思造化之至理、推生民之習業。量夫

中夏粒食邑居之民、蠶衣儒歩之士、荒表茄毛飲血之類、鳥宿禽居之徒、親校短長、因宜

防制。知城郭之固、暫勞永逸。自皇魏統極、都於平城、威震天下、德籠宇宙。今定鼎成

周、去北遙遠。代表諸蕃北固、高車外叛、尋遭旱倹、戎馬甲兵、十分闕八。去歳復鎮陰

山、庶事蕩盡、遣尚書郎中韓貞 ・宋世量等檢行要險、防遏形便。謂準舊鎮める東西相望、令

形勢相接、築城置戌、分兵要害、勸農積粟、警急之日、隨便翦討。如此則威形增廣、兵

勢亦盛。且北方沙漠、夏乏水草、時有小泉、不濟大衆。脱有非意、要待秋冬、因雲而動。

若至冬 日、冰沙凝属、遊騎之寇、終不敢攻城、亦不敢越城南出、如此北方無憂矣。」世

宗從之。今北鎮諸戌東西九城是也。遷驃騎 大將軍。

○史料18　 『太平寰宇記』巻36霊 州 ・廃懐遠県

蘭山澤 ・六鎮三戌、按陸恭之 『風土記』云、正始三年(506)、 尚書源思禮(源 懐)・

侍郎韓貞撫巡蕃塞、以沃野鎮居南、(其)〔與〕蘭山澤 ・六鎮不齊、源別置三戌。

○史料19　 『玉海』巻19元 魏六鎮

六鎮並在今馬 邑 ・雲中 ・単干界。正始中(504-508)、 源思禮以跋 野(沃 野)置 鎮

居南、與六鎮不齊、更立三戌亦在馬邑等郡界。

○史料20　 『水経注』巻3河 水条

白道中溪水注之、水發源武川北塞中、其水南流逕武川鎮城、城以景明中(500-503)

築、以禦北狄矣 。

しか し、こ うした鎮 の性格は五世紀の後半に大 きく変容す る。劉宋 の晋安王子助 の乱を

きっかけ として、献文帝 の時代 に淮 北四州を併合 した結果、大量の兵力を南方に振 り向け

ざるをえな くなったか らである 〔史料16〕 。その結果、源懐によって六鎮 にも大改革が施

された 〔史料17〕 。 その大改革 とは、第一に、鎮 を充実 させ るための入植がお こなわれ た

こと 〔史料16〕 、第二 に、鎮の再配置 と城戌の増設 によって北緯41度 附近に一列 に並ぶ

防衛ラインが築かれ たこ と 〔史料18〕 〔史料19〕 〔表1〕 〔図1〕26、 第三に、鎮 に城郭

と倉庫が設置 され、籠城の設備が整 えられたこと 〔史料17〕 、そ して第四に、都督制が導

入 され、鎮の組織化が図 られたこ とである 〔表3〕27。 この中で懐朔鎮 は、沃野、懐朔、武

川の西方三鎮 を管轄す る六鎮 中の重鎮へ と発展 していったのである 〔史料1〕 。

五　阿那珍の投降と楊鈞の懐朔鎮将就任

○史料21　 『魏書』巻69袁 翻伝

神龜末(520)、 遷冠軍將軍 ・涼州刺史。時蠕蠕主阿那珍 ・後主婆羅門、並以國亂

來降、朝廷問翻安置之所。翻表日 「(中略)自卜 惟洛食、定鼎伊藻、高車 ・蠕蠕迭相呑

嘘。始則蠕蠕衰微、高車強盛、蠕蠕則自救靡暇、高車則僻遠西北。及蠕蠕復振、反破高

26こ の時、沃野鎮が北 に移 され、御夷城が御夷鎮に昇格 した。 「北魏六鎮史の研究」参照。
27管 見の限 り、孝文帝以前に六鎮 に都督制が しかれていた事実はない。「北魏六鎮史の研究」

参照。
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車、主喪民離、不絶如綫。而高車今能終雪其耻、復摧蠕蠕者、正由種類繁多、不可頓滅

故也。然闘此爾敵、即卞荘之算、得使境上無塵數十年中者、抑此之由也。(中 略)今 蠕

蠕雖主奔於上、民散於下、而餘黨實繁、部落猶衆、處處碁布、以望今主耳。高車亦未能
一時井兼、盡令率附。(中 略)又 高車士馬雖衆、主甚愚弱、上不制下、下不奉上、唯以

掠盗為資、陵奪為業。河西桿禦強敵、唯涼州 ・敦煌而巳。涼州土廣民希、糧仗素闕、燉

煌・酒泉空虚尤甚、若蠕蠕無復竪立、令高車獨檀北垂、則西顧之憂、匪旦伊夕。愚謂蠕

蠕二主、皆宜存之、居阿那瑰於東偏、處婆羅門於西裔、分其 民、各有攸仮屬。那珍住所、

非所經見、其中事勢、不敢輯陳。其婆羅門請修西海故城以安處之。西海郡本屬涼州、今

在酒泉直北、張掖西北千二百里、去高車所住金山一千餘里、正是北虜往來之衝要、漢家

行軍之舊道、土地沃衍、大宜耕殖。非但今處婆羅門、於事為便、即可永為重戌、鎮防西

北。宜遣一良將、加以配衣、仍令監護婆羅門。凡諸州鎮應徒之兵、隨宜割配、且田且戌。

雖外為置蠕蠕之舉、内實防高車之策。一二年後、足食足兵、斯固安邊保塞之長計也。」

○史料22　 『魏書』巻103蠕 蠕伝

九月、蠕蠕後主侯匿伐來奔懷朔鎮、阿那瑰兄也、列稱規望乞軍、并請阿那瑰。十月、

録尚書事高陽王雍 ・尚書令李崇 ・侍中侯剛 ・尚書左僕射元欽 ・侍中元叉 ・侍中安豐王延

明 ・吏部尚書元脩義 ・尚書李彦 ・給事黄門侍郎元纂 ・給事黄門侍郎張烈 ・給事黄門侍郎

盧同等奏曰 「竊聞漢立南 ・北單于 、晉有東 ・西之稱、皆所以相維禦難、為國藩籬。今臣

等參議以為懷朔鎮北土名無結山吐若奚泉、敦煌北西海郡即漢晉舊 障、二處寛平、原野彌

沃。阿那瑰宜置西吐若奚泉、婆羅門宜置西海郡、各令總率部落、牧離聚散。其爵號及資

給所須、唯恩裁處。彼臣下之官、任其舊俗。阿那瑰所居、既是境外、宜少優遣、以示威

刑。請沃野 ・懷朔 ・武川鎮各差二百人、令當鎮軍主監率、給其糧仗、送至前所、仍於彼

為其造構、功就聽還。諸於北來、在婆羅門前投化者、令州鎮上佐準程給糧、送詣懷朔阿

那瑰、鎮與使人量給食塵廩。在京館者任其去留。阿那瑰草創、先無儲積、請給朔州麻子乾

飯二千斛、官駝運送。婆羅門居於西海、既是境内、資衛不得同之。阿那瑰等新造藩屏、

宜各遣使持節馳驛先詣慰喩、井委經略。」粛宗從之。

○史料23　 『魏書』巻78張 普恵伝

正光二年(521)、 詔遣楊鈞 送蠕蠕主阿那瑰還國。普恵謂遣之將胎後患、上疏曰 「臣

聞乾元以利貞為大、非義則不動、皇王以博施為功、非類則不從。故能始萬物而化天下者

也。伏惟陛下叡哲欽明、道光虞舜、八表宅心、九服清曼晏。蠕蠕相害於朔垂、妖師扇亂於

江外、此乃封豕長蛇、不識王度、天將悔其罪、所以奉皇魏。故荼毒之、辛苦之、令知至

道之可樂也。宜安民以悦其志、恭己以懷其心。而先自勞擾、艱難下民、興師郊甸之内、

遠投荒塞之外、救累世之勁敵、可謂無名之師。諺曰 『唯亂門之無過』、愚情未見其可。

當是邊將窺竊一 時之功、不思兵為凶器、不得巳而用之者也。夫白登之役、漢祖親困之。

樊□欲以十萬衆横行匈奴中、季布以為不可、請斬之。千載以為美。況 全旱酷異常、聖慈

降膳、乃以萬五千人使楊鈞為將而欲定蠕蠕、忤 時而動、其可濟乎。阿那瑰投命皇朝、撫

之可也、豈容困疲我兆民以資天喪之虜。昔荘公納子糾、以致乾時之敗、魯僖以□國、而

有懸冑之恥。今蠕蠕時亂、後主繼立、雖云散亡、姦虞難抑。脱有井□之慮、楊鈞之肉其

可食乎。高車 ・蠕蠕、連兵積年、飢饉相仍 、須其自斃、小亡大傷、然後一舉而并之。此
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卞氏之高略、所以獲兩虎、不可不圖之。今土山告難、簡書相續、蓋亦無能為也、正與今

舉相會、天其或者欲以告戒人、不欲使南北兩疆、並興大衆。脱狂狡構間於其間、而復事

連中國、何以寧之。今宰輔專欲好小名、不圖安危大計、此微臣所以寒心者也。那瑰之不

還、負何信義。此機 之際、北師宜停。 臣言不及 義、文書所經 過 、不 敢不陳。兵猶火也 、

不敢將 自焚。二虜 自滅 之形、可以為殷鑒 。伏願輯和萬國、以靜 四疆 、混一之期 、坐而 自

至矣 。 臣愚 昧多違 、必 無可採、 匹夫之智、願以呈獻 。 」

○史料24　 『魏 書』巻103蠕 蠕伝

(正光)三 年(522)十 二 月、阿那瑰 上表乞粟以為 田種、詔給萬石。 四年(523)、 阿

那瑰 衆大飢、 入塞寇 抄、肅 宗詔 尚書左 丞元孚 兼行臺 尚書持節 喩之。孚見阿那瑰 、為 其所

執、以孚自隨、驅掠良口二千、公私驛馬牛羊數十萬北遁、謝孚放還。詔驃騎大將軍 ・尚

書令李崇等率騎十萬討之、出塞三千餘里、至瀚海、不及而還。侯匿伐至洛陽、肅宗臨西

堂、引見之。五年、婆羅門死於洛南之館、詔贈使持節 ・鎮西將軍 ・秦州刺史 ・廣牧公。

○史料25　 『魏書』巻18太 武五王列伝

孚持白虎幡勞 阿那珍於柔玄 ・懷荒二鎮間。阿那瑰衆號三十萬、陰有異意、遂拘留孚、

載以□車、日給酪一升、肉一段。毎集其衆、坐孚東廂、稱為行臺、甚加禮敬。阿那瑰遂

南過至舊京、後遣孚等還、因上表謝罪。有司以孚事下廷尉、丞高謙之云孚辱命、處孚流

罪。

○史料26　 『北史』巻56魏 蘭根伝

正光末(正 しくは正光四年)、 尚書令李崇為大都督、討蠕蠕、以蘭根為長史。因説

崇日 「縁邊諸鎮、控攝長遠、昔時初置、地廣人稀、或徴發中原強宗子弟、或國之肺腑寄

以爪牙。中年以來、有司乖實、號曰府戸、役同厮養、官婚班齒、致失清流。而本宗舊類、

各各榮顯、顧瞻彼此、理當憤怨。宜改鎮立州、分置郡縣。凡是府戸、悉免為平人、入仕

次第、一準其舊。此計若行、國家庶無北顧之慮。」崇以奏聞、事寢不報。

○史料27　 『魏書』巻103蠕 蠕伝

是歳(524)、 沃野鎮人破六韓拔 陵反、諸鎮相應。孝昌元年春(525)、 阿那瑰 率衆

討之、詔遣牒 具仁齎雑物勞賜阿那瑰、阿那瑰拜受詔命、勒衆十萬、從武川鎮西向沃野

頻戰克捷。四月、肅宗又遣兼通直散騎常侍 ・中書舍人馮雋使阿那瑰、宣勞班賜有差。阿

那瑰部落既和、士馬稍盛、乃號敕連頭兵豆伐可汗、魏言把攬也。

六鎮 の乱はこの懐朔鎮の管轄 内で起 こった。そこで次に523年 とい う時期が上記に述べ

た懐朔鎮 の性格 とどのよ うにかかわるか とい う問題 がある。す でに見たよ うに、柔然の阿

那瑰 の投降 と楊鈞 の懐朔鎮将就任 とは直接のつなが りがある 〔史料1〕 〔史料3〕 。当時、

アルタイ 山脈 を拠点 とす る高車が強勢 となってお り、柔然はこれに敗れて弱体化 していた

〔史料21〕 。分裂 した柔然主の阿那瑰 と婆羅門が相継いで降伏 してきた ことで、朝廷は阿

那瑰 を懐朔鎮の北 に置 き、婆羅門 を敦煌 に置いて高車に対す る藩屏 とす る策を取 る 〔史料

22〕 。 この うち、阿那瑰 を懐朔鎮 の北 に安置す る使命 を担 ったのが懐朔鎮将の楊鈞 であっ

た。 しか し、張普恵が厳 しく指弾 しているよ うに、これは 「累世之勁 敵」 を救 う行為でも

あった。 しかも 「當是邊將窺竊 一時之功、不思兵為 凶器、不得 巳而用之者也」 とあること
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か らすれば、楊鈞 自身がこの施策に積極的に関わっていた と考え られる 〔史料23〕 。時あ

たか も元乂 専権の時代であ り、楊鈞 はこの元乂 に取 り入 ろ うとしていた28。つま りは、この

時の柔然安置策は、積年の北辺問題 を解決す ることで功名 を建 てよ うとする元乂 と、その

意を受 けて出世 を果たそ うとす る楊鈞 の野心 になるもの らしいのである29。ゆえに楊鈞 が柔

然 と緊密 な関係 をもっていた ことは、後に懐朔鎮陥落時に子 の楊 寛が柔然 に逃げているこ

とか らも明 らかである 〔史料3〕 。

この時、阿那瑰 を北に送 る役割 を担わ され たのは、「沃野 ・懷朔 ・武川鎮各差二百人、令

當鎮軍主監率」とあるよ うに、楊鈞 の都督 区内の三鎮の軍主であった 〔史料22〕 。しかも、

楊鈞 は阿那瑰 を統御で きず、北辺一体は阿那瑰 の蹂躙 を受 ける 〔史料24〕 〔史料25〕 。

そ こで李崇が阿那瑰 討伐 に派遣 され るが、功績 を挙 げられなかった李崇 は六鎮 に対す る郡

県制 の導入を上表す る 〔史料26〕 。 この郡県制導入の 目的は、この時の李崇 らそ して 〔史

料5〕 の元淵、 〔史料16〕 の粛宗孝明帝の詔の立場は一貫 して低い地位 に置かれた府戸 を

解放す ることにある。 しか し、それ まで六鎮 には軍政系統の行政組織 しかな く、 しかもそ

の軍政組織の末端は酋長層 が占めていたので あるか ら、そこにお ける郡県制の導入 は、六

鎮社会 に対す る官僚的支配 を強化す ることにな り、む しろそれ こそが郡県制導入の主眼で

あったのではなかろ うか。 これ らのことが酋長 にとって北魏、 とりわけ鎮将 の楊鈞 に対す

る強い憤 りに結びついた と想像す ることは難 しくない。事実、高車の曾長 の斜律金は、ま

さに軍主 として楊鈎に従 って阿那瑰 を北に送 ったのち、阿那瑰 の蹂躙 に対 して戦い、そ し

て破落干抜陵の反乱軍に加わ るのである 〔史料10〕 。同 じよ うな経歴 を辿 りなが ら最後ま

で懐朔鎮 に殉 じた韓 買 との違いが どこにあるかは問題であるが、墓誌 を見 る限 り韓 買が曾

長層であったことを示す記述はな く、あるいは完全 なる鎮 の城民 となっていた ことに原因

があるか も知れない 〔史料4〕 。

阿那瑰 は朝廷の求めに応 じて六鎮の反乱軍を破 り、可汗 として復活 を遂 げた 〔史料27〕 。

鎮民は散 り散 りとなって南下を余儀 なくされた。そ もそ もこれ らの諸部族は、太武帝が柔

然 を漠南 から追い払ったあ と、柔然 に対す る藩屏 として安置 された ものである。柔然が再

び彼 らの草原 に入って くれ ば、彼 らの権益だけでな く生存す ら脅かす存在にな りかねない

ことは彼 らには自明のことであったろ う。にもかかわ らず、北魏 が柔然 を漠南に引き入れ、

なおかつ制御が及 ばないことが明 らかになったとき、彼 らはもはや 自立の道を歩むほかな

かった。 〔史料5〕 に言 うところの 「輕 中國」 とはそ うした感情であ り、それ こそまず最初

に鎮民を して反乱に立 ち上が らせた感情であったと思われ る。

ま と め

28『 魏書』巻58楊 播伝附昱伝 「久之、轉太尉掾 、兼 中書舍 人。靈 太后嘗從容謂昱曰 、『今

帝年幼 、朕親萬機、然 自薄徳化不能感親姻、在外不稱人心、卿有所聞、慎勿諱隱。 』昱 於

是奏揚州刺史李崇五車載貨、恒州刺史楊鈞 造銀食器十具、並餉領軍元叉。靈 太后召叉夫妻

泣而責之。叉深恨之。」 とある。
29こ のこ とはシンポジウムにお ける会田大輔博士のコメン トで御示唆を受 けた

。
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本報告の要点 は以下の とお りである。

1.六 鎮の乱で主導的な役割 を果 た したのは酋長層で あり、彼 らはまた鎮の軍主層で もあ

った。

2.反 乱の直接 のきっかけは、北魏が柔然を漠南 に引き入れたこ とで、彼 らの生存が脅か

されたことにある。

3.そ の施策を積極的に進 めたのは懐朔鎮将の楊鈞 であ り、そのため反乱 はまず楊鈞 が管

轄する六鎮の西部地域で起 こった。

4.六 鎮社会 の変化 は、遠 くは劉宋 の晋安王子鋤の乱 に由来 し、 さらには北アジアにおけ

る高車や柔然 の動 きとも連動 していた。

5.少 な くともその初期 において、六鎮 の乱は民族反乱 としての性格をもった。
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番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

表1　北魏北辺城址位置

城址遺址

烏拉特后旗
那仁宝力格
蘇木古城址

烏拉特前旗
根子場古城

烏拉特前旗
増隆昌古城

包頭市九原
区哈徳門溝
古城

固陽県白霊

□城忘刧古

城

武川県二分
子古城

達茂旗希拉
穆仁城忘刧
古城

大青山郷下
南灘古城

武川県大青
山郷土城梁
古城

四子王旗烏
蘭花土城子
古城

四子王旗庫
倫図郷庫倫
図古城

輝騰錫勒遺址

察右后旗克
里孟古城

興和県民族
団結郷土城
子古城

河北省尚義
県三工地鎮
土城子古城

河北省張家

口市張北県

位置

40°　53' 36.96" N

106° 36' 57.12" E

(城址 西 南 角)

41° 8' 48.57" N

108° 47' 55.08" E

(城址 北 城 垣)

41°　11'　15.81"　 N

109°　34'　48.29"　 E

(城址 西 南 角)

40°　41'　9.37"　N

109°　 38'　31.15"　 E

(城址 南 垣)

41°　12'　13.97"　 N

110°　 8'　26.51"　 E

(城址 東 南 角)

41°　21'　27.51"　 N

110°　41'　42.57"　 E

(城址 西 南 角)

41°　19'　23.81"　 N

111°　 11'　26.04"　 E

(城址 西 南 角)

?

40°　57'　N

111°　29'　E

(土城 梁村所 在)

41°　27'　34.39"　 N

111°　44'　17.69"　 E

(城址 西 南 角)

41°　36'　12.52"　 N

111°　 59'　38.62"　 E

(城址 西 南 角)

41°　07'　N

112°　 36'　E

41°　33'　55.55"　 N

112°　50'　16.55"　 E

(城址 西 南 角)

40°　59'　27.09"　 N

113°　48'　54.76"　 E

(城址 東 北 角)

41°　15'　9.57"　 N

113°　57'　14.60"　 E

(城址 西 南 角)

41°　 9'　N

114°　42'　E

標高

1135

1033

1404

1116

1555

1637

1603

1794

1533

1603

2046

1465

1257

1382

1393

規模

北城 、一辺

40、 南城、

南北48× 東

西64

東西約1500

×南北 約500
～600

南北約315×

東 西約240

南北212× 東

西197

東 西約1300

×南北約

1100

南 北約744×

東 西690

南 北426× 東

西452

南城 、南北

110× 東西

102

一辺900の 正

方 形

南 北455× 東

西420

南北700× 東

西1520

一辺約500の

正方形

南 北1003×

東 西1100

地名比定

高闕戌

沃野鎮

光禄城

旧懐朔鎮

懐朔鎮

武川鎮?

武川鎮?

武川鎮?

軍事城塞

撫冥鎮

軍事城塞

九十九泉

牛川城?

長川城

柔玄鎮

懐荒鎮

備考

本報告書の黄論文を参照。

漢沃野県城から漢朔方故城を経て北に移

された沃野鎮。

郭建中 「北魏泰常八年長城尋踪」は本遺

跡を北魏の五原とみる。懐朔鎮は延和二

年(433)ま で五原に置かれた。

正光四年(523年)に 朔州が置かれ、永

煕三年(534年)に 朔州が内遷して廃さ

れる。

武川鎮とされる城址の一つ。

南北二城から成り、附近には遼金の故城

址あり。武川鎮の所在地として有力視さ

れる。

三つの台基、城壁は未確認。かつてはこ

こを武川鎮とする説もあったが、今日で

はこの立揚を取る研究者は少ない。

南城と規模の大きな北城からなる。北城

の規模は不明。広徳殿の所在地とする説

もあり。

城中に三つの建築遺址。

海抜2000メ ー トル 、東西約50キ ロ、南 北

約20キ ロの間に遺跡 が分布 。

東墻330、 西墻700、 南墻1508、 北墻1520

の台形 。 ここを柔玄 鎮 とす る説 もあ る。

常謙 「北魏長川古城遺址考略」による。

魏雋如 ・張智海 「北魏柔玄鎮地望考述」

による。

厳耕望による

比定

東経108度 あた

り、 翻ヒ緯41.5

度

東経109度 か ら

110度 の間 、北

緯41度 のやや北

武川県内

東経112.5度 く

らい、北緯

41.5度 あた り

興和 県の北 、

約東経114度 、

北緯41.5度

張北県附近、

約東経115度の

やや西、北緯

41度 のやや北
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17

18

19

河北省張家
口市沽源県
大紅城子城址

河北省張家
口市赤城県
猫峪村古城

址

河北省張家
口市赤城県

41°　43'　54.03"　 N

115°　43'　12.94"　 E

(城址 西 南 角)

41°　 8'　6.47"　N

115°　44'　57.08"　 E

(城址 西 南 角)

40°　54'　N

115°　49'　E

1404

1078

893

南北164× 東

西200

南 北146× 東

西161

禦夷故城

禦夷鎮

赤城鎮

成 一農 「太 和年 間北魏禦 夷鎮初探 」

(『北大史 学』第5輯 、1998年)に よ

る。 規模 はGoogle　 earthで の計測。

成一農 「太和年間北魏禦夷鎮初探」によ
れば、独石口郷南1里に独石(城?)が あ

り、さらに河に沿って南下し猫峪堡の西

南500mの とこ古城址 があるという。

独石口鎮ある

いはその東数

十里

赤城県の南数
十里

塔猛圭編『草原考古学文化研究』をもとに備考に奉げた他の資料を参照しながら作成。経緯度と高度の数字は
全てGoogle　earthの表示による。城壁の規模のデータは参考までに主な数字を挙げたものであり、全てのデータ

を反映させているわけではない。

表1か ら表3お よび図1は 、いずれ も拙稿 「北魏六鎮史の研究」(『大青山一帯の北魏城

址の研究』、2013年6月)よ り転載。
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図1　 北魏北辺城址 位置図(内 蒙古自治区地図制印院 『内蒙古自治区集』中国地図出版社、2007年10月 、10-11頁 をもとに作成)



表2　六鎮鎮将表

時代

献文帝

孝文帝

孝文帝

孝文帝

宣武帝

宣武帝

宣武帝

宣武孝明

宣武孝明

名

元長寿

元鬱

馮某

韓天生

慕容契

干勁

干祚

慕容昇

孟威

時代

太武帝　　文成帝

孝文帝
孝文帝

孝文帝

孝文帝

孝文帝

宣武帝

宣武帝

宣武帝

宣武孝明

宣武?

孝明帝

宣武孝明

孝明帝

孝明帝

名

可朱護蜀肱　
慕容某

元天賜

元鬱

劉天興

元頤

元萇

陸延

元尼須

穆蔑

宇文福

韓某

于昕　　鮮于寳業

段長

楊鈞

出自

景穆王子

景穆子孫

平城

安定安武

昌黎

外戚

外戚

昌黎　　
河南洛陽

爵位

城陽王

済陰王

定陶男

富昌子

鉅鹿郡開国公　

将軍号

征西大将軍(前従1上 、後2)

平北将軍(前従2上、後3)

征虜将軍(前3上 、後従3)

征虜将軍(前3上 、後従3)

振威将軍(前4中 、後従4)

征虜将軍(前3上 、後従3)

龍驤将軍(前3上 、後従3)

鎮将

沃野鎮都大将

沃野鎮都大将

沃野鎮将

沃野鎮将

沃野鎮将

沃野鎮将

沃野鎮将

沃野鎮将

沃野鎮将

出自

遼東　　昌黎

景穆王子

景穆子孫

定州中山

景穆子孫

平文子孫

代

代

河南洛陽

遼東徒何

代漁陽

遼西

弘農華陰

爵位

汝

陰王　　　　
済陰王

陽平王

艾陵伯

河南公

将軍号

平西将軍(前従2上、後3)

征北大将軍(前従1上、後2)

征東大将軍(前従1上、後2)

征西 大将軍(前従1上、後2)

安北将軍(前2下 、後3)

征北将軍(前従1中 、後2)

冠軍

将軍(後従3)揚烈

将軍(前5上、後5品上)　　　

仮鎮北将軍(前従1下 、後従2)

鎮将

懐塑鎮将　　

懐朔鎮都大将

懐朔鎮大将

懐朔鎮都大将

懐朔鎮将

懐朔鎮大将

懐朔鎮都大将

懐朔鎮大将

懐朔鎮将

懐朔鎮将

懐朔鎮将

懐朔鎮将

懐朔鎮将

懐朔鎮将

懐朔鎮将

懐朔鎮大都督

出典

魏19/509

秦晋 豫16

安豊311

魏51/1129

魏50/1123

北 23/844

魏31/740

魏50/1123

魏44/1006

出典

斉 27/376

秦晋 豫16

北17/639

秦晋 豫16

碑校5/83

北17/630

北15/548

魏30/731

魏41/926

魏27/677

魏44/1002

晋 陽75

魏31/747

斉41/539

北6/209

駿台史学144

時代

孝文帝

孝文帝

孝文帝

孝文帝

宣武帝

宣武孝明

宣武孝明

孝明帝

孝明帝

孝明帝

孝明帝

孝明帝

時代

名

長孫呉児

元英

元蘭

元叱奴

陸延

苟愷　　宇

文永　　宇昕　　

斛律謹

侯莫陳少興

□萇山

許彪

名

孝文帝　　元継

孝文帝　　元休

孝文帝

孝文宣武

元業

元篤

出自

代

景穆子孫

烈帝子孫

昭成子孫

代

代

昌黎棘城　　
代
太安

朔州武川

河聞鄭

出自

道武子孫

景穆王子

道武子孫

爵位

南康公

仮魏公

建陽子

河南公

河東公

将軍号

平北将軍(前従2上、後3)

平北将軍(前従2上、後3)

安南将軍(前2下 、後3)

冠軍将軍(後従3)

鎮遠将軍(前従1下、後4下)

揚烈将軍(前5上 、後5品 上)

龍驤将軍(前3上 、後従3)

冠軍将軍(後従3)

鎮将

武川鎮将

武川鎮都大将

武川鎮将

武川鎮将

武川鎮将

武川鎮大将

武川鎮将

武川鎮将

武川鎮将

武川鎮将

武川鎮

将　　　　
武川鎮将

爵位

江陽王

安定王

魯郡侯

将軍号

安北将軍(前2下 、後3)

征北大将軍(前従1上 、後2)

鎮将

撫冥鎮都大将　　　

撫冥鎮大将

撫冥鎮将

撫冥鎮将

出典

魏26/655

魏19/495

北15/558

魏15/578、碑校4/297

魏30/731

魏44/994

秦晋 豫23

魏31/747

斉20/266

□子山集946

碑校9/83

地1092

出典

魏16/401,碑校6/272

魏19/517

魏27/663

魏16/395
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時代

太武帝

太武帝

孝文帝

孝文帝

宣武

宣武孝明

孝明帝

名

羅斤

奚直

李兜

元継

豆盧長

苟愷

元鷙

時代

太武帝

太武帝

太武帝

太武帝

太武帝

太武帝

太武帝

文成帝

孝文宣武

宣武帝

宣武帝

宣武帝

宣武孝明

孝明帝

名

元建

郎孤

陸侯

郎孤

元比陵

司馬文思

干婆

李宝

元継

達奚眷

萬貳

王居伏

苟愷于景

時代 名

太武帝　　趙逸

出自

代

河南洛陽

道武子孫

昌黎徒何

代

平文子孫

爵位

帯方公

江陽王

河東公

晋陽男

将軍号

平西将軍(前従2上 、後3)

平遠将軍?

鎮北将軍(前従1下 、後従2)

冠軍将軍(後従3下)

龍驤将軍(前3上 、後従3)

鎮将

柔玄鎮都大将

柔玄鎮将

柔玄鎮都将 _
柔玄鎮大将

柔玄鎮将

柔玄鎮大将

柔玄鎮大将

出自

昭成子孫

代

道武子孫

河内温

河南洛陽

朧西狄道

道武子孫

代

西河

代

代

爵位

陳留公

建業公

荷曼公

□王

敦煌公

江陽王

河東公

将軍号

鎮北将軍(前従1下 、後従2)

平東将軍(前従2上 、後3)

安遠将軍(前従3下、後4)　　　

征南大將軍(前従1上 、後2)

鎮北将軍(前従1下 、後従2)

鎮北将軍?(前 従1下 、後従2)

冠軍将軍(後従3)

征 虜将軍(前3上 、後従3)

鎮将

懐荒鎮大将

懐荒鎮将

懐荒鎮大将

懐荒鎮将(再任)

懐荒鎮大将

懐荒鎮将

懐荒鎮将

懐荒鎮将

懐荒鎮大将?

懐荒鎮将

懐荒鎮将

廻荒鎮将

懐荒鎮大将

懐荒鎮将

出自

天水

爵位 将軍号

寧朔将軍(前4上 、後従4下)

鎮将

赤城鎮将

出典

魏44/988

魏73/1629

魏73/1629

魏16/401,碑 校6/272

周19/309

魏44/994

碑校7/277

出典

魏15/382

魏40/902

魏40/902

魏40/902

魏16/395

魏37/854

周15/243

魏38/885

碑 校6/272

周19/303

魏72/1604

階彙3/154

魏44/994

魏31/747

出典

魏52/1145

本表は現在知りうる限りの鎮将を鎮ごとに列挙し、点線で洛陽遷都以前と以後に分けたものである。鎮将の就任時期の時代比定は
ごく大まかな目安を示すに過ぎず、あくまで洛陽遷都の前と後の趨勢を知るためのものである。以下、出典を示す。正史は全て中華

書局の標点本の巻数と頁数である。魏＝『魏書』。北＝『北史』斉＝『北斉書』。周＝『周書』。秦晋豫＝趙君平・趙文成編『秦晋豫新

出土墓誌蒐佚』(国家図書館出版社、2012年1月)頁 数。安豊＝賈振林『文化安豊』(大象出版社、2011年)頁数。碑校＝毛遠明編

『漢魏六朝碑刻校注』(線装書局、2008年12月)冊 数/頁数。晋陽＝太原市三晋文化研究会・『晋陽古刻選』編集委員会『晋陽古刻

選―北魏墓誌巻』(山西出版集団・山西人民出版社、2008年1月)頁 数。駿台史学144＝ 堀井裕之「「北魏・楊鈞墓誌」の訳注と考

察」『駿台史学』第144号 、2012年3月。□子山集＝清 ・倪□『□子山集注』(中華書局、1980年10月)頁 数。地＝王仲犖『北周地理

志』(中華書局、・'1年)頁数。隋夷＝王其□・周曉薇編『隋代墓誌銘彙考』(線装書局、2007年10月)冊 数/頁数。北魏正光元年

(520)「叔孫協墓誌」には太和六年に「平北将軍、懐朔鎮将」となったとあるが、偽刻の疑いがあるため除いた。

表3　都督六鎮表

時代

孝文帝

孝文帝

宣武帝

宣武帝

宣武帝

宣武帝

宣武帝

宣武帝

孝明帝

孝明帝

孝明帝

孝明帝

名

楊播

元継

慕容契

慕容契

慕容契

陸延

元淑

楊椿

宇文福

元鷙

楊鈞

楊鈞

都督号

加征虜將軍、都督北蕃三鎮

都督柔玄・撫冥・懐荒三鎮諸軍事、鎮北將軍、柔玄鎮大將

都督沃野・薄骨律二鎮諸軍事、沃野鎮将

都督禦夷・懐荒二鎮諸軍事、平城鎮将

都督朔州・沃野・懐朔・武川三鎮三道諸軍事、後将軍、朔州刺史

都督沃野・武川 ・懐朔三鎮諸軍事、安北將軍、懐朔鎮大將

都督平城 ・禦夷 ・懐荒三鎮二道諸軍事、平城鎮将

都督朔州・撫冥 ・武川・懐朔三鎮三道諸軍事、平北將軍、朔州刺史

都督懐朔・沃野・武川三鎮諸軍事、征北将軍、懐朔鎮将

都督柔玄・懐荒 ・撫冥三鎮諸軍事、撫軍将軍、柔玄鎮大将

都督恒州 ・柔玄・懐荒・禦夷三鎮二道諸軍事、恒州刺史

都督懐朔・沃野・武川三鎮諸軍事、懐朔鎮大都督

出典

碑校4/307

魏16/401

委鬼50/1123

委鬼50/1123

魏50/1123

魏30/731

碑 校4/ll4、 西 市1/8

魏58/1286

魏44/1001

碑 校7/277

駿台史学149

駿台史学144

西市＝胡戟 ・栄新江主編 『大唐西市博物館蔵墓誌』(北京大学出版社、2012年9月)冊 数/頁数
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写真1　 韓買墓誌(太 原市考古研究所蔵拓本)
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